
＜公益財団法人日本容器包装リサイクル協会ＨＰより抜粋＞ 

１．公益財団法人日本容器包装リサイクル協会が行っているリサイクル 

容器包装リサイクル法とプラスチック資源循環促進法に基づき、指定法人として特定事業者と

市町村からの委託を受けて、「分別基準適合物」及び「分別収集物」の再商品化事業を行っている。 

（１） 再商品化事業者が行うリサイクル（再商品化）業務 

① 指定保管施設からの分別基準適合物及び分別収集物の引き取り 

 

② 再生加工 
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③ 再商品化製品の販売 

 

 

＜利用製品イメージ図＞ 

 

※プラスチック資源循環促進法（令和４年４月施行）により＜再商品化工程図＞＜利用製品イメ

ージ図＞のプラスチック製容器包装部分には使用済製品プラスチックも一部含まれる。 

  

容器包装区分 再商品化の手法 

ガラス製容器 カレット化 

PET ボトル フレーク化、ペレット化、ポリエステル原料化 

紙製容器包装 製紙原料化、材料リサイクル、固形燃料化 

プラスチック 材料リサイクル、油化、高炉還元剤製造、コークス炉化学原料化、ガス化、

固形燃料等燃料化 

※容器包装リサイクル法における「再商品化」の定義 

市町村が分別収集し、異物や汚れの無い状態にし、おおよそ 10 トン車 1 台で運べる程度の量を

保管する「分別基準適合物」を運搬した後、以下の加工や行為を行った場合を再商品化という。 

・自ら製品の原材料として利用すること、又は製品としてそのまま使用すること。 

・製品の原材料として利用する者、又は製品としてそのまま使用する者に有償又は無償で譲渡し

うる状態にすること。 
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２ リサイクルのゆくえ プラスチック製容器包装 

再生処理事業者によって「材料リサイクル」あるいは「ケミカルリサイクル」が行われ、再

商品化製品（原材料）となって、さまざまな製品にリサイクルされる。 

 

 

３ 再商品化手法 

材料リサイクル 異物を除去、洗浄、破砕その他の処理をし、ペレット等のプラスチック原料を得る 

ケ ミ

カル 

リ サ

イ ク

ル 

油化 異物の除去、破砕、脱塩素、熱分解、精製その他の処理をし、炭化水素油を得る 

高炉還元剤化 異物の除去、破砕、塩ビ除去、検査、分級その他の処理をし、高炉で用いる還元剤

を得る 

コークス炉化

学原料化 

異物の除去、破砕、塩ビ除去、検査、分級その他の処理をし、コークス炉で用いる

原料炭の代替物を得る 

ガス化 異物の除去、破砕、熱分解、改質、精製その他の処理をし、水素および一酸化炭素

を主成分とするガスを得る 

固形燃料等 塩ビ除去後、固形燃料等の燃料を得る 

 ３ 



 

 

４ 再商品化製品 

  

 

 
※ 割合は四捨五入のため合計と合わないことがある。令和 4 年より 5 年 6 月までの販売実績 

４ 



  

 

５－１ 再商品化製品利用製品（材料リサイクル） 

  プラスチック製容器包装 材料リサイクル製品（再商品化製品利用製品） 内訳 

  

 ※ 割合は四捨五入のため合計と合わないことがある。令和 4 年より 5 年 6 月までの販売実績 

     
  プラスチック製容器包装 材料リサイクル製品(再商品化製品利用製品） 
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５－２ 再商品化製品利用製品（ケミカルリサイクル） 

プラスチック製容器包装 ケミカルリサイクル製品（再商品化製品利用製品） 内訳 

 

※ 割合は四捨五入のため合計と合わないことがある。令和 4 年より 5 年 6 月までの販売実績 

 

 

プラスチック製容器包装 ケミカルリサイクル方法(再商品化手法） 

 ８ 
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６ 残さ処理方法 プラスチック製容器包装 

 

 

  平成 24 年度 令和 4 年度 

材料リサイクル  ケミカルリサイクル 材料リサイクル  ケミカルリサイクル 

処理量ｔ % 処量ｔ % 処理量ｔ % 処理量ｔ % 

単純焼却 
0 0 768 8.4 0 0 506 6.0 

焼却エネル

ギー回収 
45,348 25.4 3,374 37.1 31,713 16.7 1,590 19.0 

RPF 化 
92,649 51.9 2,735 30.0 83,737 44.2 944 11.3 

工業用燃料

化 
38,297 21.4 2,225 24.5 69,822 36.8 5,183 61.8 

その他 
2,362 1.3 0 0 4,212 2.2 162 1.9 

合計 
178,656 100 9,102 100 189,484 100 8,385 100 
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７ 環境負荷削減効果 プラスチック製容器包装 

（１）リサイクルによる削減効果 

 

(2) リサイクルによる CO2 排出量の削減効果 

 

 

11 


